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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＯＤＵｋトラフィックに含まれているトラフィックと、ＯＤＵｋトラフィックに含まれ
ていないトラフィックとを選択的に含んでいる異なる型式のトラフィックを、送信要素と
受信要素の間で選択的に転送するための、送信要素と受信要素の間のデジタル相互接続を
支援するためのフレーム構造におけるトラフィックを交換するためのネットワーク要素に
おいて、前記フレーム構造は、オーバーヘッド情報を中にマッピングできるようなサイズ
になっている少なくとも１つのオーバーヘッド区画と、選択的に転送される各型式のトラ
フィックの特性データを中にマッピングできるようなサイズになっているデータ区画と、
を備え、前記フレーム構造は、固定寸法を有し、一定の間隔で繰り返され、前記転送され
るトラフィックの型式は、ＯＤＵｋ、ＳＴＳ－ｎ、ＶＣ－ｎ若しくはＣＢＲｘであること
を特徴とするトラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項２】
　前記フレーム構造は、ｐＯＴＮオーバーヘッド区画と、詰め込み及びデータ区画と、オ
ーバーヘッド区画ｐＳＯＨと、データ区画の少なくとも４つの区画で編成されていること
を特徴とする、請求項１に記載のトラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項３】
　前記フレームのフォーマットは、９行と４４１６列／タイムスロットで構成されている
ことを特徴とする、請求項１に記載のトラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項４】
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　前記フォーマットは、合計３９７４４バイトから成ることを特徴とする、請求項３に記
載のトラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項５】
　１２５μｓの周期を有することを特徴とする、請求項１に記載のトラフィックを交換す
るためのネットワーク要素。
【請求項６】
　列１から１２は作業又はオーバーヘッド情報を転送するためのｐＯＴＮオーバーヘッド
区画であり、列１３から９６は、ＯＤＵｋ又はＣＢＲｘデータの転送の場合はデータ／詰
め込みバイトのための、そしてそれ以外の場合は、詰め込みバイトを構成する事前確立済
みの固定バイトで完全に満たすための詰め込み及びデータ区画であり、列９７から２４０
は、ＯＤＵｋ又はＣＢＲｘデータの転送の場合はデータバイト用のｐＳＯＨオーバーヘッ
ド区画であり、ＶＣ－ｎ又はＳＴＳ－ｎの転送の場合はオーバーヘッド情報の転送のため
の専用オーバーヘッド区画であり、列２４１から４４１６はデータバイト用のデータ区画
であることを特徴とする、請求項３に記載のトラフィックを交換するためのネットワーク
要素。
【請求項７】
　データ転送に委ねられる前記区画は、転送しなければならない最大量のデータバイトを
備えているトラフィック型式のデータバイト数を転送できる大きさに作られており、トラ
フィック型式の異なるものを転送する場合は、前記委ねられた区画の先頭の部分は、詰め
込みバイトで詰められていることを特徴とする、請求項１に記載のトラフィックを交換す
るためのネットワーク要素。
【請求項８】
　相互接続エンティティＯＤＵ２及びＣＢＲ１０Ｇは、ｐＯＴＮオーバーヘッド区画内の
オーバーヘッド情報、及び他の全てのフレーム区画内のデータ／詰め込みバイトが入って
いる４つのフレームに分散配置されていることを特徴とする、請求項２に記載のトラフィ
ックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項９】
　相互接続エンティティＶＣ－４－６４ｃ／ＳＴＳ－１９２ｃは、ｐＯＴＮ及びｐＳＯＨ
オーバーヘッド区画内のオーバーヘッド情報、及び他の全てのフレーム区画内のデータ／
詰め込みバイトが入っている４つのフレームに分散配置されていることを特徴とする、請
求項２に記載のトラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項１０】
　相互接続エンティティＯＤＵ３及びＣＢＲ４０Ｇは、ｐＯＴＮオーバーヘッド区画内の
オーバーヘッド情報、及び他の全てのフレーム区画内のデータ／詰め込みバイトが入って
いる１６のフレームに分散配置されていることを特徴とする、請求項２に記載のトラフィ
ックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項１１】
　相互接続エンティティＶＣ－４－２５６ｃ／ＳＴＳ－７６８ｃは、ｐＯＴＮ及びｐＳＯ
Ｈオーバーヘッド区画内のオーバーヘッド情報、及び他の全てのフレーム区画内のデータ
／詰め込みバイトが入っている１６のフレームに分散配置されていることを特徴とする、
請求項２に記載のトラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項１２】
　各フレームは、４８のＶＣ－３／ＳＴＳ－１、又は１６のＶＣ－４／ＳＴＳ－３ｃ、又
は４つのＶＣ－４－４ｃ／ＳＴＳ－１２ｃ、又は１つのＶＣ－４－１６ｃ／ＳＴＳ－４８
ｃ、又はそれらの組み合わせまで転送できることを特徴とする、請求項１に記載のトラフ
ィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項１３】
　ＶＣ－ｎ／ＳＴＳ－ｎの転送の場合、ｐＯＴＮ及びｐＳＯＨオーバーヘッド区画はオー
バーヘッド情報転送に委ねられ、データ－詰め込み区画には詰め込みバイトが詰め込まれ
、一方、データ区画は、以下の詰め込み規則、即ち、
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　ＶＣ－３／ＳＴＳ－１は、７８３バイト（即ち、８７列／タイムスロット）で転送され
、
　ＶＣ－４／ＳＴＳ－３ｃは、２３４９バイト（即ち、２６１列／タイムスロット）で転
送され、
　ＶＣ－４－４ｃ／ＳＴＳ－１２ｃは、９３９６バイト（即ち、１０４４列／タイムスロ
ット）で転送され、
　ＶＣ－４－１６ｃ／ＳＴＳ－４８ｃは、３７５８４バイト（即ち、４１７６列／タイム
スロット）で転送される、
の内の少なくとも１つでエンティティの転送に用いられることを特徴とする、請求項３に
記載のトラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項１４】
　フレーム内のトラフィックのマッピングは、構造内のマッピングの前にトラフィックエ
ンティティをシステムクロックへ適合させるためのアダプターによって実現されることを
特徴とする、請求項１に記載のトラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項１５】
　ＶＣ－ｎ／ＳＴＳ－ｎ及びＯＤＵｋの転送の際は、システムクロックへの適合は、ＯＤ
Ｕｋをフレーム周波数に適合させ、同じ構造内のＯＤＵｋとＶＣ－ｎ／ＳＴＳ－ｎの両方
が同時に相互接続できるように実現されることを特徴とする、請求項１４に記載のトラフ
ィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項１６】
　前記適合は、前記相互接続されたエンティティの前記フレーム内でのマッピングの間に
実現され、相互接続後に、前記エンティティのクロックが回復され、信号が、その元のタ
イミングでＯＴＮ生成されることを特徴とする、請求項１４に記載のトラフィックを交換
するためのネットワーク要素。
【請求項１７】
　前記適合の際は、位置調整機構が、前記フレームのデータ詰め込み区画内に支持されて
いることを特徴とする、請求項１４に記載のトラフィックを交換するためのネットワーク
要素。
【請求項１８】
　前記フレーム内でのマッピングの前に、整列ワード用の６バイトと、制御用の１バイト
と、パリティ検査用の１バイトから成る８バイトが、ＯＤＵｋトラフィックの３８２４バ
イトの各ブロックに加えられることを特徴とする、請求項３に記載のトラフィックを交換
するためのネットワーク要素。
【請求項１９】
　ＯＤＵ１転送の場合、本発明による構造は、トラフィック信号の周波数とネットワーク
要素のシステムクロックの間の標準によって認められた全ての差を支援することのできる
フレーム当たり３９１２２－３９１２８データバイトの範囲をマッピングすることのでき
る位置調整機構を必要とすることを特徴とする、請求項３に記載のトラフィックを交換す
るためのネットワーク要素。
【請求項２０】
　ＯＤＵｋ（ｋ＝１、２、３）をフレーム内にマッピングするための前記位置調整機構で
は、データ詰め込み区画には、部分的には詰め込みバイトとデータバイトが詰め込まれて
いることを特徴とする、請求項２に記載のトラフィックを交換するためのネットワーク要
素。
【請求項２１】
　６バイトまでは、詰め込みバイト又はデータバイトが詰め込まれていなければならない
ことを特徴とする、請求項２０に記載のトラフィックを交換するためのネットワーク要素
。
【請求項２２】
　前記バイトの内容は、入力トラフィックとシステム周波数の間の周波数の差に依存し、
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制御バイト内にエンコードされているプロトコルによって制御されており、前記プロトコ
ルの値は、同じフレームで３回複製され、多数決によって正しい翻訳ができるようになっ
ていることを特徴とする、請求項２１に記載のトラフィックを交換するためのネットワー
ク要素。
【請求項２３】
　ＣＢＲｘ信号は、前記構造内で、ＣＢＲｘの関連するＯＤＵｋへの事前適合を通して、
即ち、ＣＢＲ２Ｇ５からＯＤＵ１へ、ＣＢＲ１０ＧからＯＤＵ２へ、およびＣＢＲ４０Ｇ
からＯＤＵ３へと転送されることを特徴とする、請求項１に記載のトラフィックを交換す
るためのネットワーク要素。
【請求項２４】
　フレーム整列ワードが、宛先で各フレームの始まりを識別できるように、送信要素に挿
入されていることを特徴とする、請求項１に記載のトラフィックを交換するためのネット
ワーク要素。
【請求項２５】
　８バイトで構成されている整列ワードは、ｐＯＴＮオーバーヘッド区画の行１の最初の
８バイトに配置されていることを特徴とする、請求項２に記載のトラフィックを交換する
ためのネットワーク要素。
【請求項２６】
　前記構造が多重フレーム整列信号を必要とすることを特徴とする、請求項１に記載のト
ラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項２７】
　トラフィックの品質に関する追加情報が、ネットワーク保護図表を実現するために挿入
されることを特徴とする、請求項１に記載のトラフィックを交換するためのネットワーク
要素。
【請求項２８】
　前記ネットワーク保護図表には、経路に沿う幾つかの点におけるトラフィックデータの
複製と、２つの異なるサブネットワークに沿う送信と、保護されているサブネットワーク
の終点における品質基準に基づく２つの信号の内の１つの選択と、が必要であることを特
徴とする、請求項２７に記載のトラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項２９】
　切り替え構造が作業及び保護データ品質情報を監視し、結果として、ネットワークに沿
って送られるトラフィックを選択できるように、前記品質情報は、入力インタフェースト
ラフィックデータを前記切り替え構造に送信するのに用いられるのと同じ手段で、関連の
相互接続済みエンティティと関係付けられていることを特徴とする、請求項２７に記載の
トラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項３０】
　前記構造が転送される各相互接続済みエンティティの品質に関する情報を収容するよう
に専用化されたフレームの区画を必要とすることを特徴とする、請求項１に記載のトラフ
ィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項３１】
　専用バイトＱのｐＯＴＮオーバーヘッド区画では、ＯＤＵｋ又は転送されたＳＴＭ－ｎ
／ＯＣ－ｎの品質がエンコードされ、ｐＳＯＨオーバーヘッド区画４８では、Ｑｎバイト
が、転送されたＶＣ－ｎ／ＳＴＳ－ｎの品質のエンコードに専用化されることを特徴とす
る、請求項３０に記載のトラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項３２】
　前記エンコーディングは、
　入力で、切り替えられたエンティティに関する深刻な欠陥が見つかった場合、１６進値
０２が、当該エンティティに関連する品質バイトに挿入され、
　入力で、切り替えられたエンティティに関するエラーレートが見つかったが、その品質
の信用を完全に落とすわけでははなく、劣化を示すだけだけであると分かった場合、１６
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進値０１がエンコードされ、
　入力で、切り替えられたエンティティに関する欠陥及び劣化が見つからなかった場合、
１６進値００がエンコードされることを特徴とする、請求項３１に記載のトラフィックを
交換するためのネットワーク要素。
【請求項３３】
　各型式の相互接続されているエンティティ毎に、入力で検出される自動保護切り替え（
ＡＰＳ）コマンドを転送するように構成されていることを特徴とする、請求項１に記載の
トラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項３４】
　前記構造は、オーバーヘッド区画を、ネットワーク要素内のトラフィックインタフェー
スと切り替え構造の間でのプロトコルの転送に専用化して、異なる構成を有するトラフィ
ックインタフェースの間で１：Ｎ保護図式を高速で実行できるようにしており、ＡＰＳプ
ロトコルを通してコマンドを受信するか、又は１：Ｎ保護に関わる相互接続されているエ
ンティティの粗悪な品質を検知すると、前記切り替え構造は、保護インタフェースに、欠
陥のあるものの構成に取り掛かるよう指示し、反対方向では、保護インタフェースは、要
求されている構成の適用を確認することを特徴とする、請求項３３に記載のトラフィック
を交換するためのネットワーク要素。
【請求項３５】
　前記構造が、ネットワーク要素内のトラフィック経路指定の正しさを監視し、および品
質を監視し、接続の正しさ、誤った接続を導入することなく装備されている各入力ポート
－出力ポート対の間の接続を保証していることを監視するための内部機構が必要とするこ
とを特徴とする、請求項１に記載のトラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項３６】
　トラフィックインタフェースを有する分散型ネットワーク要素であるか、及び切り替え
構造が異なる部位にあるか、又は、切り替え構造が異なる段階に編成されている場合、前
記構造は、前記ネットワーク要素内の相互接続されているエンティティの各経路区画を監
視することに支援を提供することを特徴とする、請求項３５に記載のトラフィックを交換
するためのネットワーク要素。
【請求項３７】
　前記フレームを監視を行うために、前記フレームには、フレームソースの識別子（経路
トレース）と、スクランブリング後に計算される監視エラーコードが入っていることを特
徴とする、請求項３６に記載のトラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項３８】
　フレーム区画は、相互接続されているエンティティの端から端まで経路トレースとパリ
ティ検査とを実行するよう専用化されていることを特徴とする、請求項１に記載のトラフ
ィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項３９】
　別のフレーム区画は、相互接続されているエンティティの端から端まで前記経路のセグ
メントに対して同じ制御を実行するよう専用化されていることを特徴とする、請求項３８
に記載のトラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項４０】
　オーバーヘッド区画では、ＣＢＲｘ信号又はＯＤＵｋエンティティの切り替えの場合、
３個のバイトが、ネットワーク要素の入力トラフィックインタフェース出力トラフィック
インタフェース経路全体を制御するのに専用化されており、前記３個のバイトの内２個の
バイトは、構造生成器の固有の識別子を入れるのに専用化され、３個目のバイトには生成
された構造パリティが入っていることを特徴とする、請求項３９に記載のトラフィックを
交換するためのネットワーク要素。
【請求項４１】
　別の３つのバイトが、同じ型式の検査を個々の経路区画で実行するために専用化されて
いることを特徴とする、請求項４０に記載のトラフィックを交換するためのネットワーク
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要素。
【請求項４２】
　前記構造の区画は、活動化及び非活動化プロトコルを転送して、エラーを検出し、保護
切り替えがパリティエラー又は経路トレースの検出を引き起こすことのないように、専用
化されていることを特徴とする、請求項３８に記載のトラフィックを交換するためのネッ
トワーク要素。
【請求項４３】
　前記フレームは、時間情報を転送することを特徴とする、請求項３０に記載のトラフィ
ックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項４４】
　前記フレームは、少なくとも２つのタイミング信号のトラフィックデータと共に転送を
支援するためのポインター機構を備えていることを特徴とする、請求項４３に記載のトラ
フィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項４５】
　前記フレーム内のタイミング信号エッジの位置は、前記フレームの専用のオーバーヘッ
ドバイト内の特定のポインター値によって識別されることを特徴とする、請求項４４に記
載のトラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項４６】
　前記ポインター値は、同じフレームのオーバーヘッド内でｎ回複製され、宛先で、多数
決によって正しい翻訳ができるようになっていることを特徴とする、請求項４５に記載の
トラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項４７】
　タイミング信号が間違った状態にある場合には、前記ポインター値が有効でないことを
示すための手段を備えており、前記手段は、前記フレームの一部に挿入される特定の値を
備えていることを特徴とする、請求項４６に記載のトラフィックを交換するためのネット
ワーク要素。
【請求項４８】
　前記フレームから前記ポインター機構を通して転送されるタイミング信号の同期化品質
情報も、内側フレームの専用区画内に入っていることを特徴とする、請求項４７に記載の
トラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項４９】
　前記フレームによる情報送信内のエラーに起因する保護切り替えを避けるために、パリ
ティ制御専用のバイトが、相互接続されているエンティティの品質情報、ＡＰＳコマンド
及び両終端情報、タイミング信号の同期化品質情報、の内の少なくとも１つを転送する前
記オーバーヘッド区画の品質を検査するために設けられていることを特徴とする、請求項
２７に記載のトラフィックを交換するためのネットワーク要素。
【請求項５０】
　ＯＤＵｋトラフィックに含まれているトラフィックと、ＯＤＵｋトラフィックに含まれ
ていないトラフィックとを選択的に含んでいる異なる型式のトラフィック情報を切り替え
ることのできるネットワーク要素の入力インタフェースから出力インタフェースへトラフ
ィック情報を転送するための方法において、該方法が、複数の固定サイズの連続するフレ
ームを備えている情報転送フレームを形成する段階を含んでおり、各フレームは、少なく
とも１つのオーバーヘッド区画と、１つのデータ詰め込み区画と、データ区画とを備えて
おり、前記データ詰め込み区画と前記データ区画は、一緒になって、少なくとも、予測さ
れるものの中で最も容量を必要とするトラフィック型式を入れることのできるサイズにな
っており、
　前記入力インタフェースでトラフィック型式のデータを受信すると、前記フレーム内に
前記データをマッピングして、
　前記データで全てのデータ区画を満たし、
　前記データ詰め込み区画で継続し、
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　そして前記トラフィック型式が前記フレーム内に配置されているスペースよりも少ない
スペースしか必要としない場合は、残りのスペースを詰め込みバイトで満たし、転送され
るトラフィック型式を変更してフレームのサイズを保ち、
　前記フレーム構造が固定寸法を有し、かつ、一定の間隔で繰り替えされるように構成し
、
　そして、ＯＤＵｋ、ＳＴＳ－ｎ、ＶＣ－ｎ、及びＣＢＲｘの中から前記転送されるトラ
フィック形式を選択する段階をさらに備えた、
ことを特徴とする方法。
【請求項５１】
　少なくとも１つの入力インタフェース及び少なくとも１つの出力インタフェースと、
　ＯＤＵｋトラフィックに含まれているトラフィックと、ＯＤＵｋトラフィックに含まれ
ていないトラフィックとを選択的に含んでいる異なる型式のトラフィックを、送信要素と
受信要素の間で選択的に転送するための、送信要素と受信要素の間のデジタル相互接続を
支援するフレーム構造において前記インターフェース間でデータを送信する手段とを備え
、
　前記構造は、オーバーヘッド情報を中にマッピングできるようなサイズになっている少
なくとも１つのオーバーヘッド区画と、選択的に転送される各型式のトラフィックの特性
データを中にマッピングできるようなサイズになっているデータ区画とを備えており、前
記フレーム構造が固定寸法を有し、かつ、一定の間隔で繰り替えされるように構成し、
　前記転送されるトラフィック形式が少なくともＯＤＵｋ、ＳＴＳ－ｎ、ＶＣ－ｎ、及び
ＣＢＲｘの中から選択されることを特徴とする装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的にはデータ通信用のシステムに、そして、ＳＤＨ、ＳＯＮＥＴ及びＯ
ＴＮ型式を含むデータを転送するための情報と、電気通信システムのネットワーク要素内
のオーバーヘッド情報の構造又はフレームに関する。方法及び装置も提案されている。
【背景技術】
【０００２】
　トラフィックデータ交換を実現する転送ネットワーク内に挿入される機器には、内部的
に、トラフィック入力インタフェースデータを切り替え構造に、そして切り替え構造から
トラフィック出力インタフェースに、転送する手段が必要である。
【０００３】
　ネットワーク要素内でトラフィックデータを伝送する１つの方法は、他の情報を有する
前記データを、相互接続されているエンティティを転送するのに適した専用の情報構造に
マップすることである。
【０００４】
　トラフィックの型式次第では、異なる情報構造が必要になる。同じ機器内で異なる型式
のトラフィックを扱うのは、従って複雑である。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一般的な目的は、それ自体が、異なるトラフィック型式のデータ及び情報と、
送信の信頼性を改善することのできる追加情報とを収集及び転送できるようにする情報構
造を利用できるようにすることによって、上記欠点を改善することである。
【０００６】
　具体的には、本発明による革新的な構造は、例えば、以下の型式のトラフィックを交互
に転送することができる。
－同期デジタルハイアラーキ（ＳＤＨ）ＶＣ３、ＶＣ－４、ＶＣ－４－ｎｃ、但し、ＩＴ
Ｕ－Ｔ推奨Ｇ．７０７に規定されているように、ｎ＝４、１６、６４又は２５６である。
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－ＳＯＮＥＴ　ＳＴＳ－１ｓ、ＳＴＳ－ｎｃ、但し、Ｔｅｌｅｃｏｒｄｉａ　ＧＲ－２５
３に規定されているように、ｎ＝３、１２、４８、１９２、７６８である。
－光学転送ネットワークハイアラーキ（ＯＴＮ）ＯＤＵｋ、但し、ＩＴＵ－Ｔ推奨Ｇ．７
０９に規定されているように、ｋ＝１、２又は３である。
－定ビットレート信号（ＣＢＲ）ＣＢＲｘ、但し、ＩＴＵ－Ｔ推奨Ｇ．７０９に規定され
ているように、ｘ＝２Ｇ５、１０Ｇ、４０Ｇであり、具体的には、
　ａ）ＣＢＲ２Ｇ５は、２．４８８．３２０ｋｂｉｔ／ｓ±２０ｐｐｍの定ビットレート
信号である（例えば、ＳＤＨ　ＳＴＭ－１６又はＳＯＮＥＴ　ＯＣ－４８）。
　ｂ）ＣＢＲ１０Ｇは、９．９５３．２８０ｋｂｉｔ／ｓ±２０ｐｐｍの定ビットレート
信号である（例えば、ＳＤＨ　ＳＴＭ－６４又はＳＯＮＥＴ　ＯＣ－１９２）。
　ｃ）ＣＢＲ４０Ｇは、３９．８１３．１２０ｋｂｉｔ／ｓ±２０ｐｐｍの定ビットレー
ト信号である（例えば、ＳＤＨ　ＳＴＭ－２５６又はＳＯＮＥＴ　ＯＣ－７６８）。
【０００７】
　この型式の構造は、柔軟性があれば、ＳＤＨ、ＳＯＮＥＴ又はＯＴＮデータの内の１つ
だけを交換することのできる電気通信システムネットワーク要素内だけでなく、複数のト
ラフィック型式を同時置換できる通信プラットフォームを備えたネットワーク要素内でも
使用することができる。
【０００８】
　この観点から、本発明では、送信要素と受信要素の間で異なる型式のトラフィックを交
互転送するための両者の間のデジタル相互接続を支援するように設計されているフレーム
構造において、少なくとも、交互に転送される各トラフィック型式のオーバーヘッド情報
と特性データを中にマッピングできるサイズになっているオーバーヘッド区画とデータ区
画とを備えているフレーム構造を提供することを探究した。
【０００９】
　更に、異なるトラフィック型式を交換することができるネットワーク要素の入力インタ
フェースから出力インタフェースへ情報を転送するする方法において、複数の固定サイズ
の連続するフレームを備えている情報転送フレームを形成する段階を含んでおり、前記連
続するフレームは、それぞれ、少なくとも１つのオーバーヘッド区画と、データ詰め込み
区画と、データ区画とを含んでおり、前記データ詰め込み区画と前記データ区画は、一緒
になって、少なくとも、予測されるものの中で最も必要とされるトラフィック型式のデー
タを入れることのできるサイズになっている方法を実現することを探究した。或るトラフ
ィック型式のデータを入力インタフェースで受信すると、フレーム内で前記データをマッ
ピングして、前記データを全てのデータ区画に詰め込み、データ詰め込み区画で継続し、
そしてトラフィック型式がフレーム内に設けられているスペースよりも少ないスペースし
か必要としない場合は、残りのスペースには詰め込みバイトを詰め込んで、転送されるト
ラフィックの型式を変更してフレームのサイズを変わらないままに保持する。本方法によ
る、そして上記構造を含んでいる装置も、提案されている。
【００１０】
　本発明の革新的な原理、及び先行技術と比較した場合の利点を明白に説明するために、
以下、考えられる実施形態について、前記原理を適用した例を挙げ添付図面を参照しなが
ら説明するが、本発明はこれらの例に限定されるわけではない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１は、本発明により実現されたフレーム構造全体を示しており、前記構造を使えば、
全ての特性を保持しながら、異なるトラフィック型式を交互に転送することができ、更に
、特定の追加オーバーヘッド情報を転送して、一般的なネットワーク要素の入力インタフ
ェースから出力インタフェースへトラフィック転送することができる。
【００１２】
　図面から分かるように、本発明によるフレーム構造は、４つの区画、即ち、ｐＯＴＮオ
ーバーヘッド区画、データ詰め込み区画、ｐＳＯＨオーバーヘッド区画、及びデータ区画
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で編成されている。
【００１３】
　本発明のフレームフォーマットは、或る好適な実施形態によれば、９行４４１６タイム
スロット列の合計３９７４４バイトと、１２５μｓ（２．５４３６１６Ｇｂ／ｓのビット
レート）の周期で構成されている。列１から１２（即ち、ｐＯＴＮオーバーヘッド区画）
は、作業又は、常にオーバーヘッド情報転送のためのヘディングを含んでいる。列１３か
ら９６（即ち、詰め込み及びデータ区画）には、ＯＤＵｋ又はＣＢＲｘデータ転送の場合
にはデータ／詰め込みのバイトが入っているが、そうでない場合は、有用な情報を転送し
ない所定の固定バイト（即ち、詰め込みバイト）が一杯に詰め込まれている。列９７から
２４０（即ち、ｐＳＯＨオーバーヘッド区画）には、ＯＤＵｋ又はＣＢＲｘデータ転送の
場合にはデータバイトが入っているが、そうではなくＶＣ－ｎ又はＳＴＳ－ｎ転送の場合
は、オーバーヘッド情報転送専用である。列２４１から４４１６（即ち、データ区画）に
は、常にデータバイトが入っている。
【００１４】
　なお、データ転送の場合であっても、１つの区画に詰め込みバイトが幾つか入っていて
もよい。これは、本発明による、データ転送に委ねられる区画のサイズの違いと、取り扱
う相互接続エンティティの型式次第で転送されるデータ量が違うことによるものである。
具体的には、データ転送に委ねられるフレーム区画のサイズは、（転送されるデータバイ
トの量に関して）最悪の場合のデータバイト数の転送、即ちＯＤＵ３に合わせた大きさに
なっている。各相互接続エンティティは、型式次第で、フレーム内の決まった位置に配置
されるバイトを一定数に保持する。
【００１５】
　この様に、相互接続エンティティＯＤＵ２及びＣＢＲ１０Ｇは、ｐＯＴＮオーバーヘッ
ド区画内のオーバーヘッド情報が入っている、そして他の全てのフレームの区画内のデー
タ／詰め込みバイトが入っている４つのフレームに分配されている。相互接続エンティテ
ィＶＣ－４－６４ｃ／ＳＴＳ－１９２ｃは、ｐＯＴＮ及びｐＳＯＨオーバーヘッド区画内
のオーバーヘッド情報が入っている、そして他の全てのフレームの区画内のデータ／詰め
込みバイトが入っている４つのフレームに分配されている。相互接続エンティティＯＤＵ
３及びＣＢＲ４０Ｇは、ｐＯＴＮオーバーヘッド区画内のオーバーヘッド情報が入ってい
る、そして他の全てのフレームの区画内のデータ／詰め込みバイトが入っている１６のフ
レームに分配されている。相互接続エンティティＶＣ－４－２５６ｃ／ＳＴＳ－７９８ｃ
は、ｐＯＴＮ及びｐＳＯＨオーバーヘッド区画内のオーバーヘッド情報が入っている、そ
して他の全てのフレームの区画内のデータ／詰め込みバイトが入っている１６のフレーム
に分配されている。
【００１６】
　本発明による各フレームは、４８のＶＣ－３／ＳＴＳ－１、又は１６のＶＣ－４／ＳＴ
Ｓ－３ｃ、又は４つのＶＣ－４－４ｃ／ＳＴＳ－１２ｃ、又は１つのＶＣ－４－１６ｃ／
ＳＴＳ－４８ｃ、又はそれらの組み合わせまで転送することができる。これらの場合、オ
ーバーヘッド区画（即ち、ｐＯＴＮ及びｐＳＯＨ区画）は、オーバーヘッド情報転送に委
ねられ、データ－詰め込み区画には、詰め込みバイトが詰め込まれ、一方、データ区画は
、以下の詰め込み規則でエンティティの転送に用いられる。即ち、
　－ＶＣ－３／ＳＴＳ－１は、７８３バイト（即ち、８７列／タイムスロット）で転送さ
れる。
　－ＶＣ－４／ＳＴＳ－３ｃは、２３４９バイト（即ち、２６１列／タイムスロット）で
転送される。
　－ＶＣ－４－４ｃ／ＳＴＳ－１２ｃは、９３９６バイト（即ち、１０４４列／タイムス
ロット）で転送される。
　－ＶＣ－４－１６ｃ／ＳＴＳ－４８ｃは、３７５８４バイト（即ち、４１７６列／タイ
ムスロット）で転送される。
【００１７】
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　なお、フレーム内のＶＣ－ｎ／ＳＴＳ－ｎのマッピングは、当該構造内のマッピング前
に、ネットワーク要素のシステムクロックへの、エンティティの事前適合を前提に実現さ
れる。これは、ＳＯＮＥＴとＳＤＨが、全てのネットワーク要素の同期化を必要とする同
期転送の階層であることによる。従って、これらのエンティティは、フレーム内で、しか
も常に同じ位置で一定数のバイトを使用する。
【００１８】
　ＯＤＵｋの転送に関して、ネットワーク要素のシステムクロックへの適合は、ＯＤＵｋ
が内部フレーム周波数に適合できるようにするためだけに実現される。これは、ＯＤＵｋ
とＶＣ－ｎ／ＳＴＳ－ｎの両方が、同じ構造内で同時に相互接続できるようにするために
必要である。ＯＤＵｋ切り替え専用に割り当てられているネットワーク要素の場合、ＯＴ
Ｎは同期転送階層ではないので、単一システムの同期性への適合は必要ない。適合は、当
該フレーム内での相互接続されているエンティティのマッピングの間に実現される。相互
接続の後、エンティティのクロックが回復し、ＯＴＮ信号が、その元のタイミングで生成
される。これは、本発明による構造によって転送されるＯＤＵＫデータのバイト数が変化
し、その結果、その中におけるＯＤＵｋの位置も変化することを意味している。
【００１９】
　この適合を支援するために、位置調整機構が、フレームのデータ詰め込み区画に支持さ
れている。
【００２０】
　内部フレームでのマッピングの前に、ＯＤＵｋの３８２４バイトの各ブロックに、８バ
イト（即ち、整列ワードに６バイト、制御に１バイト、パリティ検査に１バイト）が加え
られる。
【００２１】
　ＯＤＵ１転送の場合、本発明による構造は、フレーム毎に[３９１２２－３９１２８]バ
イトのデータの範囲内でマッピングでき、入力トラフィック信号の周波数とネットワーク
要素のシステムクロックの間の標準によって認められた差を支援できる位置調整機構を必
要とする。
【００２２】
　図２は、当該フレーム内のＯＤＵ１のマッピングのための位置調整機構を示している。
【００２３】
　図に示すように、データ詰め込み区画は、部分的には、詰め込みバイト（即ち、図の空
きセル）とデータバイト（即ち、図のＤセル）で満たされる。更に、６バイトまでは、詰
め込みバイト又はデータバイト（即ち、図のセルＸ、Ｙ及びＺ）で詰められると予測され
る。後者の内容は、ＯＤＵ１とシステム周波数の違い次第であり、それぞれ制御セルＡ、
Ｂ及びＣ内で体系的プロトコルによって制御されている。プロトコルの値は、同じフレー
ムで３回複製されるので（即ち、Ａ、Ｂ、Ｃの３バイトが同一フレーム内に存在する）、
多数決によって正しい翻訳が可能になる。
【００２４】
　ＯＤＵ２及びＯＤＵ３のマッピングには、同一機構が用いられている。ＯＤＵ２及びＯ
ＤＵ３の場合、フレーム当たりの転送されるバイト数が異なるので、位置調整機構制御バ
イトは、ＯＤＵ１転送に関してデータ詰め込み区画内の異なるセル内に配置される。
【００２５】
　ＣＢＲｘ信号は、ＣＢＲｘのビットレートの事前適合を通して、構造内で、関連ＯＤＵ
ｋに転送される（即ち、ＣＢＲ２Ｇ５－＞ＯＤＵ１、ＣＢＲ１０Ｇ－＞ＯＤＵ２、ＣＢＲ
４０Ｇ－＞ＯＤＵ３）。この事前適合は、詰め込みバイトを加えることによって実現され
、フレーム内の「擬似ＯＤＵ」（即ち、適合されたＣＢＲｘ）の位置を識別するため、フ
レーム整列信号が付加される。
【００２６】
　先に述べたように、ここに記載する構造は、オーバーヘッド情報収容専用オーバーヘッ
ドと称されるフレーム区画を必要とする。
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【００２７】
　先ず、宛先における各フレームの始まりの識別ができるように、フレーム整列ワードが
ソースで挿入される。
【００２８】
　この整列ワードは、同様のシーケンスがフレームの残りで発見され、間違った整列を引
き起こす機会を最小限とするよう、むしろ抵抗コードを有していなければならない。
【００２９】
　例えば、図３に示すように、８バイトで作られ、１６進値Ａ１が最初の４バイトに、Ａ
２が次の４バイトに入っている整列ワードは、抵抗の要件を満たしており、ｐＯＴＮオー
バーヘッド区画の行１の最初の８バイトに配置することができる。
【００３０】
　更に、この革新的な構造には、例えばカウンタ[０－２５５]のような多重フレーム整列
信号が必要であり、このカウンタ[０－２５５]によって、時間間隔を３２ｍｓまで識別す
ることができる。
【００３１】
　入力インタフェースから受信されるトラフィックの品質に関する追加情報は、ネットワ
ーク保護を実現するために切り替え構造に送られる。最も一般的なネットワーク保護図に
は、経路に沿う或る点でのトラフィックデータ複製と、２つの異なるサブ経路（即ち、作
業と保護）に沿う送信と、保護されているサブネットワークの終点での、品質基準に基づ
く２つの信号の内の１つの選択とが必要である。切り替え構造レベルで選択が行われ、且
つ入力トラフィックインタフェースレベルで品質が監視されている場合、この情報は通信
構造に伝送される。伝送は、この構造が、そのままのトラフィックを即時選択できるよう
にする最も速い対応である。１つの解決法は、品質情報を、入力インタフェースから切り
替え構造にトラフィックデータを送信するのに用いられるのと同じ手段で相互接続されて
いる関連エンティティと関連付けることから成る。この様に、切り替え構造は、作業及び
保護品質情報を監視し、その結果ネットワークに沿って送らなければならないトラフィッ
クを選択することができる。
【００３２】
　本発明の構造には、その中で転送される相互接続されている各エンティティの品質情報
を収容する専用のフレーム区画が必要である。
【００３３】
　例えば、図４に示すように、専用のバイトＱ内のオーバーヘッド区画ｐＯＴＮでは、転
送されるＯＤＵｋ又はＳＴＭ－ｎ／ＯＣ-ｎの品質が体系化され、オーバーヘッド区画ｐ
ＳＯＨでは、４８のＱｎバイトが、転送されるＶＣ－ｎ／ＳＴＳ－ｎの品質のコーディン
グに専用化される。
【００３４】
　可能なコーディングは、以下の通りである。
－入力インタフェースからの切り替えられたエンティティに関する深刻な欠陥が見つかっ
た場合、１６進値０２が、当該エンティティに関連する品質バイト（Ｑ）に挿入される。
－入力インタフェースからの切り替えられたエンティティに関するエラーレートが、その
品質の信用を完全に落とすわけではなく、劣化を示すだけであると分かった場合、１６進
値０１がエンコードされる。
－入力インタフェースからの切り替えられたエンティティに関する欠陥及び劣化が見つか
らなかった場合、１６進値００がエンコードされる。
【００３５】
　更に、幾つかのネットワーク保護方式（例えば、ＳＤＨのＩＴＵ－Ｔ　Ｇ．８４１に規
定されているＭＳＰ及びＭＳ－Ｓｐｒｉｎｇ）は、各トラフィック信号のオーバーヘッド
（ＯＨ）内で専用バイト（例えば、ＳＴＭ－ｎ信号の多重区画内のバイトＫ１及びＫ２、
ＯＤＵｋのオーバーヘッド内のＡＰＳバイト）によって２つの切り替えノードの挙動を調
整するのに、標準化された自動保護切り替え（ＡＰＳ）プロトコルを必要とするので、本
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発明によるフレームは、各型式の相互接続されているエンティティに関して、トラフィッ
ク入力インタフェースで検出されたＡＰＳコマンドを、切り替え構造に転送するよう構成
されている。フレームは、保護状態も、切り替え構造トラフィックインタフェース方向で
転送する。
【００３６】
　異なる構成を有するトラフィックインタフェースの間で１：Ｎ保護図式（例えば、ＳＤ
ＨのＩＴＵ－Ｔ　Ｇ．８４１に規定されているＭＰＳ１：Ｎ）を高速で実行できるように
するため、本構造は、オーバーヘッドの区画を、トラフィックインタフェースと切り替え
構造の間のプロトコルの転送用に専用化する。ＡＰＳプロトコルを通してコマンドを受信
するか、又は、１：Ｎ保護に関わる相互接続されているエンティティの粗悪な品質を検出
すると、切り替え構造は、保護インタフェースに、欠陥のあるものの構成に取り掛かるよ
う指示する。反対方向では、保護インタフェースは、構成要求の採用を確認する。
【００３７】
　本発明によるフレームは、更に、一方向に障害がある場合でさえ、保護エンティティの
両端（例えば接続、経路）で切り替え動作を実行する保護切り替え方法を支援するように
構成されている（即ち、両終端保護）。
【００３８】
　ネットワーク要素内のトラフィック経路指定の正しさを監視するために、別の機構を設
けてもよい。これは、品質（即ち、ネットワーク要素が、トラフィックの劣化を引き起こ
していない）と、接続の正しさ（ネットワーク要素が、誤った接続を導入することなく、
入力ポートと出力ポートの各対の間を確実に接続している）を監視するのに必要である。
この機構は、ネットワーク要素内のトラフィックデータ経路の端から端まで（即ち、トラ
フィックの入力及び出力インタフェース）を監視できなければならない。
【００３９】
　更に、分散配置されているネットワーク要素（即ち、各部位におけるトラフィック及び
切り替え構造インタフェース）、又は、各段階で編成されている切り替え構造（例えばＣ
ｌｏｓ切り替え構造）を前提にして、ネットワーク要素内で相互接続されているエンティ
ティの各経路区画（即ち、各切り替え構造段階の間の、トラフィック入力インタフェース
から切り替え構造まで、及び切り替え構造からトラフィック出力インタフェースまで）の
監視が実現される。
【００４０】
　これらの型式の制御を得る方法は、フレームソース識別子（経路トレース）と、スクラ
ンブル後に計算される監視エラーコード（例えば、ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ．７０７で規定されて
いるビットインターリーブパリティ（ＢＩＰ））を内側フレームに挿入することである。
【００４１】
　経路トレースは、終点で抽出され、期待されているものと比較される。不一致が検出さ
れれば、接続エラーと識別される。
【００４２】
　パリティ計算は、スクランブル解消前に宛先で行われ、次いで、スクランブル解消後に
抽出される次のフレームに入っているＢＩＰと比較される。
【００４３】
　或るフレーム区画は、ネットワーク要素内で相互接続されているエンティティの経路の
端から端まで、経路トレースとパリティチェックを実行するのに専用化される。
【００４４】
　別のフレーム区画は、ネットワーク要素内で相互接続されているエンティティの端から
端まで、経路セグメントに関して同じチェックを実行するのに専用化される。
【００４５】
　例えば、図５に示すように、ＣＢＲｘ信号又はＯＤＵｋエンティティの切り替えの場合
、構造の入力出力トラフィックインタフェース経路全体を制御するために、ｐＯＴＮオー
バーヘッド区画内で３つのバイト（例えばＡ、Ｂ，Ｃ）を専用化することができる。例え
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ば、２つのバイト（例えば、Ａ及びＢ）は、一義的な（即ち、独特の）構造の生成器識別
子を含むように、３つ目のバイト（例えばＣ）は、生成された構造パリティを含むように
専用化される。同じ場合で、別の３つのバイト（例えば、Ｅ、Ｆ、Ｇ）を、構造からネッ
トワーク要素の内側までの個々の経路区画で、同じ型式の制御を行うのに専用化すること
もできる。
【００４６】
　切り替え構造によって実現される保護切り替えは、トラフィック出力インタフェース上
に配置されている終点でパリティ又は経路トレースエラーを検出することになるので、構
造の或る区画は、エラーを検出するための活動化及び非活動化プロトコルを転送するのに
専用化される。
【００４７】
　フレームは、更に、時間情報を転送するように設計されている。
【００４８】
　同期転送ネットワーク内に挿入されているネットワーク要素のシステムクロックは、通
常は、トラフィックインタフェースを含む一式の可能なソースから選択された同期化ソー
ス（例えば、ＳＤＨのＳＴＭ－ｎ信号）にフックされている。
【００４９】
　フレームは、ポインター機構によって、切り替えられるトラフィックデータと共に、ト
ラフィックインタフェースからのタイミング信号を２つまで転送できるようになっており
、前記トラフィックインタフェースは、タイミングソースの選択が行われるネットワーク
要素中心までの距離が何百メートルも離れていてもよい。
【００５０】
　本発明によるデータフレーム内のタイミング信号エッジの位置は、フレームの専用オー
バーヘッドバイト内の特定のポインター値によって識別される。このポインター値は、同
じフレームのオーバーヘッド内でｎ回複製されるので、宛先で、多数決により正しい翻訳
を行うことができる。基準タイミング信号が間違っている場合、ポインター値が有効でな
いことを示す特別の値がこのフィールドに挿入される。
【００５１】
　フレームによってポインター機構を通して転送されるタイミング信号の同期化品質情報
（ＳＳＭ－タイミングマークとも呼ばれる）も、内側フレームの専用区画内に含まれてい
る。
【００５２】
　内側フレームによるトラフィック入力インタフェースから切り替え構造への情報送信に
おけるエラーに起因する保護切り替えを避けるために、本発明による構造内には、パリテ
ィ制御専用のバイトが設けられており、相互接続されているエンティティの品質情報、Ａ
ＰＳコマンド及び両終端データと、タイミング信号同期化品質情報を転送するオーバーヘ
ッド区画の品質が確認される。つまり、瞬間的且つ局所的劣化に起因して、切り替えによ
り間違って翻訳されたｐＯＴＮ又はｐＳＯＨ区画のビットは、誤った保護トリッピングを
引き起こすおそれがある。このため、或る型式の情報を担っているフィールドに更に精緻
な制御が挿入される。
【００５３】
　ネットワーク要素内の警告の相関作用を促進するために、フレームは、トラフィック入
力インタフェースと出力インタフェースの間の情報交換を支援する。出力トラフィックレ
ベルで、基本的なエラー検出通知が当該フレームの専用バイト内で検出されると、相互接
続されているエンティティ上で検出される相関関係のある欠点は可能性のあるもの全てが
抑制される。
【００５４】
　ネットワーク要素内で様々な型式のトラフィックの転送に必要な全ての情報とデータを
転送できる柔軟性のあるフレーム構造を利用できるようにすることによって、所定の目的
が達成されていることは明白である。具体的に、本フレームは、ＶＣ－Ｎ、ＳＴＳ－Ｎ及
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することができる。
【００５５】
　本発明によれば、フレーム内に編成されているトラフィックデータ転送フィールドとヘ
ディング情報フィールドから成る情報構造を有することができ、それらのフィールドは、
比較的高い周波数（好都合に、１２５μｓ毎）で繰り返され、光学データユニット（ＯＤ
Ｕ）か、同期転送モジュール（同期デジタルハイアラーキ）ＳＴＭ－Ｎ、ＯＤ－光学搬送
波から導出されたＳＯＮＥＴ同期転送信号、又は仮想コンテナＳＤＨ　ＶＣ－３、ＶＣ－
４及び／又はＶＣ－４－ｎｃ（但し、ｎ＝４、１６、６４、２５６）及び／又は同期転送
システムＳＯＮＥＴ　ＳＴＳ－ｎｃ（但し、Ｔｅｌｅｃｏｒｄｉａ　ＧＲ２５３に規定さ
れているように、ｎ＝３、１２、４８、１９２又は７６８）かを切り替えることのできる
転送ネットワークの要素内でデジタル相互接続を支持するために目に見えない形で用いる
ことができる。
【００５６】
　更に、本構造内には、フレームの始まりを識別するための手段と、切り替えの完全性と
正しさを確認するための手段と、切り替えを保護するための手段と、切り替えられたエン
ティティに関連する品質及びタイミング情報を転送するための手段とが提供されている。
【００５７】
　本発明の革新的な原理を適用した実施形態に関する上記記述は、ここに請求している排
他的権利の範囲内で前記原理の例を挙げて説明したものであり、本発明を限定するもので
はない。例えば、本構造に追加又は変更を施して、転送される情報及びシステムの性能を
拡大又は統合することもできる。提案している方法と構造による装置は、当業者には容易
に実現できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明による完全なフレーム構造の全体構造を示している。
【図２】本発明による構造におけるＯＤＵ１のマッピング位置調整機構を示している。
【図３】整列ワードによる送信器と受信器の間の同期化機構を示している。
【図４】オーバーヘッド区画で切り替えられるエンティティの品質に関する情報転送機構
を示している。
【図５】切り替えの精度と品質を確認できるオーバーヘッド区画内の情報の転送機構を示
している。
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